















































した。 そ うして、 各言語の使い分 けの様相 と
“Chinese identity"の呈示としての中国語5の使用
について言及する。華人は祖先の出身地に関わらず、


































































































































































































































































































409」: あ、sudah.亜リツ(.       (―もう58)
41に」〃 ψ         68詢
41lKVl:° 豆F〃 『 .                     (58)
412」: Oh,baШ ha■・iini〃K)力ya・
(お二、今日59になったばかり)








416KM:」チ九.妥走壁〃ソt    691tl。私は70
417」: Nnn?              (ん?)
→418KM:七ん4.            OD
419」hhhI自分のほほを手でなでながら)
lh』d             (つるつる)



















556KM協琢〃砕 θキ河飩 の Sih」を
扱 卿






£Pokoknya lll■lsall ■17a スζメ萩ど去
(とにかくあっちこっち行くのが仕事)
































355K: NP                  (ん?)
(中略)






























































297K DTh: : :.                       (ス′スD
29田: 夏ですよね :・でも
299K blh: : :.                       (ス′スD
300」 [一年中でl■‐l
301K [ここは年中]暑いですから:=
302J:  ノン: :
303K =夏ですよ,年中ズ ですから° :








































72～01         1Gitu晃整酪切.
(そうよ、ここの人|⇒
725J: Nコ[お手伝いさんでも,]い から  にネ→





























2K 膨額矛  吻      h:。]
(焼きそ|よ焼きそ|う
→訂:  lTapil kan(.)降雅れ つヽぱυヽです[よ。]
⑤⑤⑤⑤ (でも、―l
曇   Budahbyan3sttl―yang.](D⑤
(お腹一杯、お腹一わ
5」 10h,回狙血■OFta“nggak mよ祖 donJ
窓M 諸国去7         (持つて帰る?)
鑑  ONggak,yang詩回去 tu ayaln aa,ayam





















































































5-3-1 団結を示すCS         '
(8)両親宅
<<4/1はKが料理ができないことを話題にする>>
816K Bisao Sekttang bisa ya?Masalc ya? Settt
F?(できるよ。今はできるね畔担計』少しね?)
817J: Ya.                           (うス)
818K tta。              (できる)










′4昇      ] (料理できないし)
→822K lkkallg便利      (便利屋さわ
82田: ①OChl


















































448」:  Yang rnana?























































109J: NnnK.)                 (うスカ
110に Udal■palm.        (もうJ期隆しD



















































143KIKP:lblauA噛稼 の名前]   Gの場合10
→1431K:[ひとつ持つてったら?]
1432J: Minta satu ya.
銘束Jをとる}
(一枚くださいD
1433K Ah::.             (ああ)
1434KP:blau B噛台家の名前,tidak. 0は違う)
















1444KP:Buat DPR.DPR.17  (議会のため、言義鋤
1445」:Oh                (おお)
→14“K[議員かな? ]
1447KP:lJaka■tapunyalDPR。(ジャカルタの言義鋤
1448J:Ini pa■tai″グ    (これが政党の党首?)
1449KP:Nn.               (んん)
145Cl」:Haa。                (はわ
1451KP:Pa■・taiini,pa■taiini。(この政党 この政党






































































































98110生Dulu rlami p∝J」e(.)pang↑, sampai
















991K Oh:::。            (おお)





































475K: 陥 :Ah ha]
(うん、そう)




































992国Ⅷ不客気_             (失礼だし)
993K:怖い[怖い]顔もしてるから :




























421」: OKenapa[しわがない.]  (どうして→
422菌睡    lSudah J発"]   (もう年
よ)










→42雛 Oh[:::]            (お紛
429KVE:  lK―l拗           (xxx日本の)
→430K 日本の化粧品を使っているから.
431」: Oh!Shiseido{資生戯。



































547J: Ada↑Ot pi lbel―](います。でもまだ|)

























































521」レ ノ Nggalcl ada.  幌 の刊 いなしつ
→522K °Pel―puan semuanya・iga‐tig ■■ya.°
(全部女。3人とも)
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(x)書き起こし不能な発話
{ }非言語情報
<< >>文脈の説明
→  特に注目する発話
-41-
